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 2014 年 11 月の米国中間選挙は、共和党の勝利に終わった。オバマ政権 2 期目への審判は極めて厳
しい結果となり、改選前から少数与党であった下院のみならず、上院でも共和党の逆転を許した。下























 1－1 「ひとつのアメリカ」の背景 
 







































 まず 2010 年中間選挙以降の政治状況から検討しよう。2010 年の中間選挙では上院で民主党がかろ
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翌年スコットウォーカー知事のリコールが成立するものの再選挙で知事は生き残ってしまった。（6） 









































米国では 1960 年から 2007 年にかけて上位 1％が国民所得に占めるシェアは 10％から 24％に上昇し
た。また 1979 年から 2006 年にかけての所得上昇率を比較すると貧困層が 11％にとどまっているの
に対し、上位 1％は 256％の上昇を示している。（9）2008 年におけるリーマンショックとオバマ政権の
誕生は、当初「30 年続いた新自由主義の終わり」「新たな社会的公正の時代の幕開け」との見方もあ
ったが、現実にはウォール街やＧＭが救済されるのとは対照的に格差の更なる進行を招いた。 










日から 11 月 15 日にか
8
。















り込むなどの行動が為された。こうした機運の中で 7 月 13 日にカナダの消費者運動機関誌アドバス




たとされている。そして 9 月 17 日には当初予定していたチェースマンハッタン広場が閉鎖されてい
たため、ズコッティパークの占拠が敢行された。記念すべき発祥の地はその後「リバティプラザ」と
145
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目される事件が続発した。10 月 5 日にはＮ
Ｙ市の主要組合や地域の社会運動が賛同し、
1 万 5000 人と最大規模のデモが展開された。
こうした潮流を受けて 11 月 2 日にはサンフ
ランシスコのオークランドでゼネストが展
開されるなど運動は全米に広がった。（10） 








が、11 月 17 日には 1 万人のデモでこれに応えるなど活動は止まず、全米各地で運動は継続している。 
 社会的分断は、世代・所得のみならずエスニシ



















その対象は 20 以上の国に関する 3 世紀にわたる「所得と資産の歴史」であるがとりわけ英仏の精緻
な分析とＥＵと米国の比較に力点がおかれている。（13） 




篇では過去 100 年の資本／所得比率、第 3 編では過去 300 年のオーナーシップと相続による不平等
拡大の構造、第 4 編では「21 世紀の資本規制」（格差是正のためのグローバルな累進課税）などの内
容となっている。 











び 500－600 へと高まっている。これは 2
度の世界大戦による資本の毀損と戦後期
における累進課税の成果とされる。また
上位 10％の高額所得者層所得に占める割合を米国を例に参照すると、1910 年には 40％であったもの




















二章 2014 年米国中間選挙の概況・背景・帰結 
2014 年 11 月に行われた米国中間選挙では、共和党が圧勝し、改選前から多数であった下院で議席



































 定数 100 のうち 36 議席が改選となる上院では、共和党が 9 議席増の 24 名当選を果たし、非改選
が当選し非改選と合わせて 31 名となった。民主党は 8 名の当
概観





 また州知事選では共和党から 24 名
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持している。黒人の民主党支持も 2012 年の 91％、2010 年の 89％同様、高水準で安定している。人
種ごとの投票行動に変化はみられなかったようである。（19） 
 また性別ごとの投票行動では男性の 57％が共和党、女性の 51％が民主党に投票している。年齢別
れ
％、不法移民問題 14％、外




の投票行動では、18 歳から 29 歳は民主 54％対共和 43％、30 歳から 44 歳は民主 50％対共和 48％、
45 歳から 64 歳は逆に共和 53%対民主 45％、65 歳以上も共和 57%対民主 41％となっている。 
 全体として、マイノリティ・女性・若者が民主党、白人・男性・高齢者が共和党という傾向はこ
までの国政選挙同様、今回の中間選挙でも共通していると思われる。 
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